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今
週
の
紙
面 東京・豊島区 関根和子

■２面 女性ニュース／国
会 ■３面 読者のページ
／まんが／俳句 ■４面
婦人保護／あの頃／ＬＧＢ
Ｔ／法律相談 ■５面 憲
法講座／ホット ■６面
熱中症対策／もう一品／母
の歴史 ■７面 太田伊早子さ

んの話／女性の体

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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学校貸与のタブレット端末を持ち帰って宿題
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台
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〇小学校低学年は、まずは五感を使っての
学びが必要と思いますが、全学年同時に
スタートさせる理由がわかりません。

〇初めての事で身体に影響を及ぼさないか
心配。また学習能力の低下になるような
気がします。

〇小さな端末を見て授業を受けるより、先
生たちがそれぞれの個性で面白い授業を
やってほしい。

〇学校で始まったパソコンの授業につい
て、子どもたちが楽しそうに笑顔で話し
てくれるのが印象的です。授業に向かう
姿勢や親子のコミュニケーションにおい
てはプラスに働いているように思う。

〇わが家は子どもにタブレット、携帯をほ
とんど触らせていないので、できるのか
な？と不安。休校になれば便利なのかも
しれませんが、分からないことだらけ。
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